





























































































































































































































































































































































































































































タミル・シンハリ紛 争（83～,イ ンド・ スリラ
ンカ）∠D: 湾岸戦争（90～91,イラク・クウェー







ＡＮＣ）／Ｋ ： 米国のパナマ侵攻（89～, パナマ・
米国）／Ｌ ： ペルー反政府運動（80～，ペル ー）
／Ｍ ： アフガニ スタン内 戦（79～，アフガニ










































































・〔 ユーゴスラヴ イアの近現代史の整理 〕
ユーゴ スラヴイアは，第一 次大戦後，“ セル
ビア・ クロ アチア・ スロベニ ア共和国 ”とし
て誕生。しかし，連合国側 で戦 ったセ ルビ ア
人と同盟国 のオーストリ ア領内 にあ ったクロ






















・米国政府 とペ ルーの白人支 配層はどの
ような関係か
・米国政府 と米 国の大衆が ペルーのよう
に対立しないのはなぜか
・結局，米国大 衆とペル ー大衆 はど のよ
うな関係にあるのか

















































，スロベニア人・ クロアチア人 はカト リ ック
を信仰 する。ま た，こ の地域 は オスマ ン帝 国
領であ ったことからイス ラム教徒 も多 い。 言
語 も各 々異な っている。第二次大戦後，チトー
の下 で一時安定 するが，彼の死後 連邦 制 は揺
らぎ始 め，冷戦終結 後，各民 族 は独立 し， セ
ルビアが覇権 をめざし，紛争が勃発し た。
・第一 次世界大戦後の西欧列強 の力関 係で 国
境線 が設定されたため，各民 族 は分断 あ るい
は包囲 され，混在 するようになっ た。
・民族 間の多 数派少数派とい った問題 が発 生
し，差別問題等 にまつわる不満を生 み出した。
・19世紀以降 のナショナリズ ムの高揚 は， 政
治共同 体と民 族共同体のー致を求 め るよ うに
な り， これがウィルソ ンの 厂民 族自決の原則」
と して西欧国際政治体制 の基 本理念 の一 つに
な った。 しかし，各民 族が実際 にこ れを 実現
するのは現実には無理が あるO また， 同 時に
列 強による世界分割 は，欧州・ 非欧州 を 問わ
ず民 族共同体（ 宗教共同体・言 語共同 体） を
分断 した。 厂分断化 問題」 と は国境線 に よっ
て分断 あるいは包囲され た結果， 国家 の中 で
少数派 に転落した民族と多数派 異民族 の 間に
生じ る差別問題であ る。
・貧困 と反政府 極左 ゲ リ ラ 匚セ ンデ ロ･ ル ミ
ノソ」に よるテロに直面してい る。 貧困 と富
の不平 等を背只に 厂セ ンデロ・ ル ミノ ソ」 は
麻 薬密輸を資金源 にしつつ 政府に対 して 武力
闘争 を続けてい る。そのテロ行 為に よ る犠牲
者 は２万人以 上に逹 して いると言われるO
・〔 ペルーの近現代史 の整理 〕
16世紀に ピサロの率いるスペ イン軍 に インカ
帝国 が滅 ぼされて以来，一部の 白人富 裕眉 が
国 の富 と土地 を独占し，大多 数 のイ ンデ ィオ
は極貧 の生活を 強いられた。 1821年に 共和 国
として独立し たが， この構造 は変 わらな いO
独立後 は米国 の経 済支配を受け た。 反政 府左
翼ゲ リラ「セ ンデロ・ ルミノソ」 は米国 お よ
び白人支配眉に対抗し，毛沢東主義とインディ
オの民族主義を結 合させ，徹 底し たゲ リ ラ闘
争をくり ひろげて いる。
・16 世紀以 来，白人 富裕層は イ ンディ オを支
配し酷使し財を築 いた一方，イ ンディ オは 困
窮した生活を強 いられていた。つ まり， 利 害
が一致していな い。
・米国政府 は白人 支配層を政治的 軍事的 経済
的に支援して，そ の地 位を保 障す る。 一 方，
白人支配層 は米国 に対し，借 款に よる利 子返
済の みな らず，企業進出等 の様々 な便宜 を は
かるO つまり， 利害が一致して いる。
・米国政府は社会福 祉の充 実等に より， 利益
を大衆に週元して いる。政府 と大 衆は利 害 が
一 致しているか らである。
・米 国政府のペ ルー経 済支 配が強 まり，米 国
が豊 かにな る ほど，米 国 の大 衆 は 豊 かに な
る。 そのため， ペルーの大衆と 利害 が一致 し
な い。
・ ペル ーの大衆 は，白人富裕屆 ・米国 政 府・
米 国大衆のいず れと も利益 不調和 の関係 にあ
り，他 の三 者の利益追求 はペル ー大 衆 の貧困
化を加速させること になるからO この問 題が
「従属化問 題」 であ り， しば しば地 域紛 争 の
原 因になる。
・ 西欧国際経済体制 の基本理念 であ る資 本主
義 の世界化によって生 まれた 厂従 属化 問題」
を Ｊ． ガ ルト ゥング16）は下図 のよ うに 説明



























































































えてい る 問題 は
イスラ ム世界で
































































ＵＮＩＴＡとFNLA はアメリカと中国 の支 援












○冷戦の終結で「従属化問 題」 は解決し た
か






























































































7 ）加藤朗「現代戦争論」中央公論社1993 年p.40 を
もとに定義。
８）同上書,  P-46 をもとに整理
９）同上書,  p.51 をもとに整理
10）同上書,  pp.54-56 をもとに整理
11）同上書, pp.61-62 をもとに整理
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